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メディア系 舟橋研究室テレビ会議システムにおける遠隔単独参加者の

瞳拡大表示による存在感の増強 No. 23115148 南 純一

1 はじめに
分散環境におけるテレビ会議では, 遠隔参加者の会

話に関わる非言語情報が十分に伝達されない. そのた

め遠隔参加者のソーシャルテレプレゼンスが希薄にな

るという問題がある. そこで分散環境におけるテレビ

会議で失われるしまう非言語情報を補い, 会議をより

効率的に行うための支援システムの研究が行われてい

る [1]. ところで非言語情報のなかでも視線は，その

送り手の意図がどこに注がれているのかを指し示すも

のであり, 人と人が双方向的に情報を伝え受け取るた

めの重要なコミュニケーション・ツールとして機能し

ている. 人には他者の視線を自動的に察知する視線検

出器が備わっており, この視線検出器は他者の瞳の黒

い部分を自動的に検出する性質を持っていることが分

かっている [2]. そこで本研究では, 多人数と遠隔地の

一人に分かれて行われるテレビ会議の効率を上げる

ために, ディスプレイに映る遠隔地側の参加者の瞳を

一時的に拡大する方法を提案する. 瞳を拡大する条件

と拡大される時間を設定することで, 多人数側の参加

者に違和感を与えることなく遠隔地側の参加者の存

在感を増強でき, 遠隔テレビ会議の効率向上が期待で

きる.

2 テレビ会議システムでの瞳の拡大表示
本手法では, 遠隔参加者が「話したい」と感じたと

きに起こす身体動作として考えられる「体を前傾させ

たとき」,「口を開いたとき」に瞳を一時的に拡大表

示する (図 1,図 2).

図 1: 元の画像 図 2: 瞳の拡大表示

2.1 体を前傾する動作の判定方法

人は体を前傾させるときに顔も同時に前に動く. そ

こで指定した時間間隔においての顔の横幅の変化率に

より「体を前傾させた」かどうか判定する.

2.2 口を開く動作の判定方法

画像から口の認識を行った場合, 特に OpenCVの

標準ライブラリを使用した場合には, 口を開く動作を

したときに口の認識領域の横幅が増加することが分

かっている. そこでまず, 顔の横幅に対する口の横幅

の割合を求める. 次に、指定した時間間隔においての

顔の横幅に対する口の横幅の割合の平均値を求める.

これらの比により「口を開いた」かどうか判定する.

3 評価実験
本手法の有効性を確認するために実験を行った. 被

験者に本手法を用いたテレビ会議と, 本手法を用いな

いテレビ会議のそれぞれを 2回ずつ行ってもらい, 実

験終了後にアンケートに回答してもらった. また会

議の方式としてお互いに意見を出し合い, 沢山のアイ

ディアを生産することで問題を解決する手法であるブ

レインストーミングを採用した. アンケートの結果,

遠隔参加者が「話したい」と感じているときに瞳を拡

大表示することで, 現地参加者が遠隔参加者の視線を

強く感じられたことが分かった. また瞳拡大表示によ

り遠隔参加者が話し出そうとしていることに気づいた

と考えられる. それぞれの会議における新規アイディ

アの提案回数と遠隔参加者の提案回数, および割合を

表 1に示す. 本手法を用いた会議を Exp Eye, 本手法

を用いていない会議をVideoと表記した. 本手法を用

いた会議の方が, 新規アイディアの提案回数が多く会

議の効率が高くなっている. また遠隔参加者の新規ア

イディアの提案回数の割合も本手法を用いた会議の方

が高くなっている. よって本手法を用いることにより

遠隔参加者が「話したい」と感じたときに話し出すこ

とができたと考えられる.

表 1: アイディア提案回数と遠隔参加者の提案割合

Video Exp Eye

会議全体 40回 50回

遠隔参加者 9回 13回

(遠隔参加者の提案回数)/

(会議全体の提案回数)

0.23 0.26

4 むすび
本研究では, 多人数と遠隔地の一人に分かれて行わ

れるテレビ会議の効率を高めるために, 遠隔参加者が

「話したい」と感じたときに起こす身体動作に応じて

ディスプレイに映る遠隔参加者の瞳を一時的に拡大表

示することで、遠隔参加者の存在感を増強させる手法

を提案した. 今後の課題として経験的に設定した閾値

などを実験により適切に調整することが挙げられる.

また認識する身体動作を増やすことで, 遠隔テレビ会

議の効率を高めたい.
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